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【要約】

大学卒業段階で学校教育現場の要望に応える小学校理科授業実践力育成のための教育実践の

基礎資料として，日本人学校の専任教員へ「理科に関する素養｣，「大学で学びたかったこと｣，

｢理科の教材研究・授業実践で苦労したこと」を主体とした聞き取り調査を実施した。

大学卒業段階で求められる理科授業実践力を担保するためには，「大学で学ぶ目的をしっか

りと持たせる」ことや，「学校現場や現職教員からの学び」から現代的な課題を学ぶ機会と，

｢理科の学習を構成する知識・理解や技能等」を授業実践などの具体例を通してなるべくたく

さん身につけさせることが重要である。その一方で「明日の授業ですぐ使える」ものだけでな

く，身の丈にあった形や子どもの実態，学校をとりまく環境に応じてアレンジできる能力を身

につけることも求められる。

１はじめに についての知識・理解｣，「指導法についての知識・

技能｣，「観察・実験についての知識・技能｣，「学

習評価についての知識・技能｣，「自由研究の指導

技術」の５項目全てで小学校学級担任の過半数が

その低さを自認しており，とりわけ授業の組み立

てと密接に関係がある「観察・実験についての知

識・技能」「指導法についての知識・技能｣，「学

習評価についての知識・技能」では学級担任の約

７割が「不足している」と自己評価していた。ま

た，全ての項目で８割を超える学級担任が「もっ

と大学で学んでおいたほうがよかった」と感じて

独立行政法人科学技術振興機構（JST）と国立

教育政策研究所が実施した「平成20年度小学校理

科教育実態調査及び中学校理科教師実態調査に関

する報告書（改訂版)」!）によると，小学校の学

級担任として理科を教える教員の約５割は理科全

般の指導に苦手意識を持っており，とりわけ教職

経験10年未満の教員では60％以上が苦手意識を持っ

ていた。分野別では，物理，地学，化学分野に過

半数が苦手意識を持っていた。さらに「学習内容
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言えない。特に教員養成系学部以外の理系学部で

は小学校教諭の免許を卒業と同時に取得し難いた

め，理科に強い小学校教員養成は，中学・高等学

校の理科の免許を同時取得できる教育課程が保証

されている教員養成系学部の理科系講座・教室・

研究室を志望する学生に限られてくる。小学校教

員養成では，各教科に関する科目と指導法に関す

る科目の各２単位が各大学等で最低限開講されて

いる。しかし教科に関する科目は選択必修であり，

卒業要件などでより厳しい縛りを設定しなければ，

理科に関する科目を履修しなくても免許取得が可

能である。二種免許に至っては，指導法に関する

科目ですら選択必修となるため，「理科に関して

大学時代に全く学ばない」で教員免許を取得する

ことも可能であり，校内事`情によってはそのよう

な教員が理科専科になることもあり得る。

そのため，ＣＳＴ事業のように，学校現場で他

の同僚から頼りにされる高い実践力や専門的知識

を持った教員を養成していくことだけではなく，

｢理科に関して積極的に学んでもらえるような環

境づくり（卒業要件の工夫など)｣，と「２単位

(４単位）で何をどこまで学ばせるのか」という

小学校理科の教科に関する科目や指導法に関する

科目の教育内容・方法の工夫を通して，小学校教

員全体の力量を向上させ，中教審が求めている

｢最小限必要な資質能力｣，「実践的指導力の育成」

を具現化する必要がある6)。

一方，こうした問題を解決するためには，養成

段階ではなく教員として採用後に行う研修で対応

するという方法もあり得る。公立学校に正規採用

された現職教員の場合は，初任者研修や経験者研

修など各種研修を受ける機会と義務がある。こう

した研修の中に「理科指導」に関する研修が設定

されるのであれば，学校現場の要望に応える形で

開設しやすいこともあり，ある程度「最小限必要

な資質能力｣，「実践的指導力の育成」をカバーす

ることも不可能ではない。しかし，沖縄県では約

9100人もいる公立小中学校教員のうち，定数内臨

時的任用教員が977人，代替臨時的任用が439人，

非常勤講師が400人と臨時的任用教員が全体の約

16％を占め，非常勤講師を含めると約1800人が非

正規雇用者である7)。単純に考えて小学校６年間

のうち１年間は臨時的任用教員が担当することと

いた。中央教育審議会（中教審）答申「今後の教

員養成・免許制度の在り方について」でも，「教

職課程の履修を通じて，学生に身につけさせるべ

き最小限必要な資質能力についての理解が必ず

しも十分ではないこと」や「実践的指導力の育成

が必ずしも十分でないこと」が大学の教員養成課

程（教職課程）の現状と課題として指摘されてい

る２)。

小学校の理科の授業では，平成10年改訂3)で

削減された内容の一部が2011年度から全面実施さ

れる新しい小学校学習指導要領』)で復活してい

る。今後暫くの間，学習内容が最も少ない平成１０

年改訂下での教育課程で学んできた学生が，教員

免許の取得を希望し，教職に就くことを目指して

大学へ入学してくる。つまり授業する側が小学校

時代には学習していない，あるいは背景となる自

然科学の専門的知識を養成段階までの間に全く学

ばないまま指導しなければならない内容もある新

教育課程に対応できる小学校教員を養成しなけれ

ばならない。そのためには，教員養成課程のカリ

キュラムを工夫することや，小・中学校教員の理

数教育における指導力向上を図ることが考えられ

る。平成21年度からＪＳＴは，大学と教育委員会

が連携し，養成プログラムの開発・実施や地域の

理数教育における拠点の構築・活用などを通じて，

地域の理数教育において中核的な役割を担う教員

を養成する理数系教員（コア・サイエンス・ティー

チャー，CST）養成拠点構築事業を実施し，教員

養成・教員研修事業を支援している5)。その一方

で，ＣＳＴ事業のように－部の優れた教員を養成

していくだけではなく，「普通の教員」の理科的

素養や授業実践力を向上させていくことも重要で

ある。中等教育を担う理科教員の養成は，教員養

成系学部や理系学部で行われている。受験産業か

ら文系と位置づけられている教員養成系学部です

ら理系的な入試科目を課しており，理科に対して

一定程度の素養がある者でないと免許取得が難し

い。しかし，小学校教員の場合，理科だけを教え

る専科教員も存在しているが，特別免許状を取得

して教職に就いた社会人経験者等以外の，大多数

の大学で養成される普通免許状を有する教員には，

教科・分野ごとに免許が授与されていない。その

ため理科専科＝理科のエキスパートとは必ずしも
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２調査の概要なり，専科まで考えると約20％の確率で非正規雇

用者から指導を受けることになる。専科も理科に

強い教員という保証があるわけではない。さらに，

彼らも教育公務員特例法の適用対象ではあるが，

継続的な雇用が保障されているわけではないため

研修も継続的に保障されていない。従って，大学

卒業段階で「最小限必要な資質能力」や「実践的

指導力の育成」を担保しないと，間接的に学力低

下に寄与するような教員を養成し，彼らが学校現

場での教育活動の主戦力として用いられてしまう。

そこで，筆者は大学卒業段階で学校教育現場の

要望に応える小学校理科授業実践力を育成してい

くための教育実践の基礎資料として，日本国内以

上に理科に関する教材研究が難しい日本人学校の

専任教員へ，大学で学んでおくべき内容や大学へ

の要望などについて聞き取り調査を行った。本報

はその報告である。

調査は，東南アジア１国にあるＪ日本人学校に

筆者が2009年10月に訪問して行った。１国は赤道

付近にあり，Ｊ日本人学校は南半球側に位置する。

そのため太陽の動きや季節感が日本とは全く異な

る。日本人学校は，日本の教育課程に準じた教育

を施すことが求められるため，Ｊ日本人学校でも

単純に南半球や赤道付近に所在する地域性を活か

した教育活動だけを行うわけにはいかない。その

ため教員は観察・実験を通して子ども達に理科を

指導していきながらも，単純に現象から得られる

科学的知識だけを習得させられない。またこの日

本人学校には文部科学省が派遣している現職公立

学校教員（日本国政府派遣教員）と現地の日本人

学校維持会が独自に採用している教員がいる。維

持会が採用する教員には大学卒業後すぐ赴任する

者も多い。日本人学校および補習授業校等に対す

る財政上および教育上の援助を行う海外子女教育

振興財団が，彼らに対して赴任前に服務や海外生

表１調査協力者

所有教員免許状 備考経歴

小学校教諭専修

中学校教諭専修（理科）

高等学校教諭専修（理科）
▲胃芙霧欝系単科大学卒

日
本
国
政
府
派
遣
教
員

幼稚園教諭１種

小学校教諭１種

中学校教諭１種（社会）

高等学校教諭１種（公民）

Ｂ国立教員養成系単科大学卒

ｃ鱒二籠襄鑿菫単位取得 小学校教諭２種

小学校教諭１種

中学校教諭１種（理科）□襄鑿素二部卒 初任現
地
（
学
校
維
持
会
）
採
用
教
員

小学校教諭１種

中学校教諭１種（社会）

高等学校教諭１種（地歴・公民）
Ⅱ灘衾素二部卒 初任

小学校教諭１種

中学校教諭１種（社会・英語）

高等学校教諭１種（地歴・公民）

初任Ｆ国立教員養成系単科大学卒

小学校教諭１種Ｇ私立大学人文系学部卒

Ⅲ繍翠鐺育学部卒 小学校教諭１種

備考：初任とは，大学卒業後初めて教壇に立ったのがこの日本人学校である者を指す
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活に関する研修や渡航への援助を行っている。し

かし，そこでは教科指導等に関する具体的な研修

は行われていない。そのため，日本国内の臨時採

用教員と同様な扱いであると考えられる。日本国

内の場合では他校の実践事例や協力なども得られ

やすいが，彼らは自らの力量と同僚からの援助だ

けで，赴任して即授業実践していくことが求めら

れる。

今回はＪ日本人学校の小学部で教壇に立ってい

る若手教員８名を対象に大学卒業段階，とりわけ

小学校の理科の指導法に関する科目（筆者が本学

部で担当している「理科教育研究」に相当）でど

のようなことをしておくべきかを聞き取り調査し

た。

調査協力者の経歴は表１の通りである。理科に

関して比較的高い専門的知識を持っていると考え

られる中学校理科の免許所持者は日本国政府が派

遣した教員と，維持会が採用した教員に１名ずつ

いた。大学卒業後初めて教壇に立ったのがＪ日本

人学校である者も３名いた。

調査は２名だけ用務多'忙のため筆者と２対１で，

他は筆者と１対１で面談する形で実施した。質問

の柱は，「①回答者自身の理科に関する素養の自

己分析｣，「②大学時代に学んでおきたかったこと｣，

｢③理科の教材研究・授業実践上苦労したこと」

の３つとし，その回答内容についてさらに細部を

質問する形で面談した。いずれの聞き取り調査も

放課後に1人（回）あたり30～45分程度で行った。

と回答した。

理科に関する専門教育を大学時代にあまり受け

ていない他の回答者は，３名が物理を，１名が化

学を，２名が地学の天文領域を苦手であったり嫌

いであったりすると答えた。反対に生物や，地学

でも恐竜や地殻変動など地球科学に関する部分は

好きだと回答した者もいた。先のＪＳＴの調査'）

でも，物理や地学が嫌いだという認識は他の領域

に比べると多かったが，なぜ嫌いになったのかま

では調べられていない。そこで，苦手や嫌いになっ

ていった理由についてさらに質問したところ，彼

らは，小中学校段階で体験した実験のいくつかは

記憶に鮮明に残っており，始めは好きな方だった

が，学年が上がるにつれて実験を経験する機会が

減ったり，中学校で元素記号を暗記させられたり

したことなどがきっかけとなり，楽しくない授業

に変化していったことが原因だと回答した。物理

が苦手な原因として，「振り子や物の衝突で現象

を観察したり実験・測定したりすることは嫌いで

はないが，そういった事象を計算で求めるという

ような数式で科学的現象を表現することが苦手で，

そこから理科そのものが嫌いになっていった」と

具体的に回答する者もいた。また，理科という教

科ではなく小学校の時の理科専科担任個人に苦手

意識があったことが遠因だと自己分析した者もい

た。天文領域について「単純に興味がなく教材研

究が楽しいと感じられない」と回答した者は，他

の領域や分野の教材研究も大変だが，それなりの

事を子ども達に伝えられるように努力していると

自己分析していた。しかし，天文領域だけは教材

研究段階からその学習内容について－歩引いてし

まい，自らが納得いくまで学習内容に踏み込めら

れないと回答した。そのため，「また星を教える

のか。早く終わればいいのに｡」という感`情を抱

き，「教えるというよりも，みんなで観察して終

わり，要するによく言われる流す授業をしてしま

う」と分析していた。他方で，教える立場に立て

ば準備の手間等もあるが，自分が好きか嫌いかに

関係なく他の教科と同様に教材研究をするように

心がけている者や，「５，６年の理科では，学習

内容そのものを理解するために教科書の内容を教

材研究していく中で，なぜそういう現象が起こる

のか深く突き止めていくことが面白い」と感じて

３結果と考察

３．１回答者の理科に関する素養と授業実践・

教材研究に対する影響

中学校の理科免許を所持している２名のうち１

名は，高等学校までは苦手だった物理学（プラズ

マ物理）を大学で専攻しており，現在は物理と化

学が比較的得意だと自己評価していた。その半面

地学は教育職員免許法上の最低限の単位しか取得

しておらず，生物に関しては苦手だと分析してい

た。もう１人は，実験や目に見える現象を追うよ

うな事項は好きではあるが，想像したり計算した

りしながら求めるような事項は好きではなく，

｢生物が一番好きで，物理が一番好きではない」
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おり，時間があれば色々調べ，他教科に比べて理

科の教師用指導書を特に隅々まで見るようにして

いる回答者もいた。自分自身は苦手だが，一緒に

実験や勉強をしながら「おおっ」と思うことが多々

あると回答する者もいた。このように，一部に苦

手意識をもったりそれが影響して教材研究をなお

ざりにしたりすることもあるが，「教える立場と

しては，やっぱり準備は大変だが，単に楽しんで

いるだけという感じもするが，子ども達の目が一

番キラキラと輝き，興味を抱くのが理科である」

ことも認識しており，「理科は教材研究のやりが

いのある教科」だと感じている者が多かった。

義も多く開設されており，通常の講義以外を含め

て，彼らの講話を聞く機会は数多く提供されてい

る。それでもこれらの意見が出てくる背景には，

教職に就いてから「教育実習は短期間で，表面的

な体験しかできず，実際の教師が行う仕事のほと

んどを見ていない｣，「実際の教師の仕事は，子ど

もの提出物の確認やテストの採点などの丸つけ１

つですら，かなりの労力が要求される｣，「一週間

の計画だけではなく，先々を見通した計画を立て

ていく事など，一年を見通して『次何があるから

こうしないといけない』ということまでは教育実

習では学ぶことができないため，それを知ること

が重要だ」と認識したことや，「教育実習って，

『教員になりたい』と意識してというより３年生

の時にとりあえず単位とか，本当に卒業のために

行く感覚だった」と自覚したことが関係している。

ある回答者は，教育実習を受けて，「本当に先

生になりたいかな？」と感じた大学４年次の時に，

近隣の小学校で学習指導補助のボランティアをす

る機会を得た。この回答者の同期生は先に卒業し，

教壇に立っていたが，特に臨時的任用の立場で教

壇に立っていた同期生から「研修がないから，凄

く大変だ」という話を聞いており，「もっと現場

を知っていたほうが良い」というアドバイスを彼

らから受けていた。その回答者は「学校現場が大

変だ」という認識が自分には欠如していることを

自覚したこともあり，教育実習とは異なり「ここ

を知りたい」や「将来，教員になるために自分が

何を欲しいのか」という目的意識をはっきりもっ

てボランティアに参加した。このように目的意識

をもって色々な授業を見てきたことを「今自分が

授業実践する際に，『そういえば，あのときああ

やってた！』というように役に立っている」と実

感しており，ボランティア先の教員の色々な実践

を，大学在学中から見ることができたことを肯定

的に評価していた。

別な回答者は，経験が浅い自分の方が同じ学年

の他の教員より授業進度が遅くなる傾向があるた

め，今現在，専科担任による授業などで生じた空

き時間を利用して，「同じ学年の他の教員の授業

を観察し，教材とか発問，間合いの取り方とか板

書・ノートの内容といった指導方法全般をまねし

たりしながら学んでいる」と回答した。その回答

３．２大学で学びたかった内容

３２．１現職教員や学校現場での体験的な学び

から学びたかった内容

理科だけに留まらず全ての教育活動全般に関連

して，大学時代に学びたかった内容として多くの

教員から回答があったのは，教師の仕事全般を観

察するような学校現場での体験的な学びの機会と，

発問や指示など実践経験から得た授業技術や教授

技術的なものである。ある者は，小学校１年生の

算数の学習内容「繰り上がりのある足し算」を例

に，３＋８の計算を指導する際に，「自分自身が

学習していた時は苦労してなかったのに，いざ指

導するとなると難しい」ため，「子どもに分かっ

てもらえる指導法，やり方は子どもの実態によっ

て色々あると思うが，要するに『良い』と言われ

ている具体的な実践」を学びたかったと回答した。

それ以外にも現職教員に「教師として発問の仕方

とか，課題の作り方とかについてはもっと細かく

教えてほしかった」というものや「色々と，実際

の教育現場の話とかをもっと聞けるとよかった」

というのが見られた。さらには，指導要録の記入

など子どもが目にすることがない事務的な仕事な

ども教師にはあるが，このようなことは自らが児

童・生徒として体験した世界や教育実習程度の体

験的な学びからは学ぶことができないので教師の

業務内容全体を知る必要があると回答した者もい

た。

学校現場での体験的な学びについては，本学に

限らず多くの大学で既に導入されている。現職教

員が非常勤講師や実地指導講師として担当する講

－１１９－
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